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■セールスポイント　　　　　　
このプラットフォームを利用することで、コミュニケーション支援システムの試作品を短
期間で作成することができます。また、試作品を使った被験者実験でその使い勝手を評
価し、すぐに改良することができます。

荒木 雅弘  准教授

　日々情報機器は進化していますが、高齢者・障がい者にとっては必ずしも使いやすいものになっているとはい
えません。小さな画面や小さなキーを使った情報の入出力の代わりに、様々な入出力手段を使うことができれば、
このような情報弱者のコミュニケーションを支援することができます。
  我々の研究グループでは、音声・画像・手書き文字・ペンタッチなどの入力手段と、合成音声・画像・点字など
の出力手段を任意に組み合わせることができるコミュニケーション支援機器開発用プラットフォームを構築しま
した。
　特に音声認識・音声合成技術は専門性が高く、一般に利用しにくい技術でしたが、このプラットフォーム上で
はキー入力や文字出力と簡単に置き換えることができるため、コミュニケーション支援機器の試作品を作るのが
とても容易になります。
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音声認識　音声対話　ヒューマンインタフェース　学習支援　コミュニケーション支援

　コミュニケーション支援機器開発用プラットフォー
ムのソフトウェアは、情報処理学会の「マルチモーダ
ルインタラクションシステムのためのアーキテクチャ
試行標準案」に基づいた構成になっていますので、技
術情報が開示されており、部品となるモジュールを置
き換えることで誰にでもカスタマイズが容易です。
　我々はこのプラットフォームを利用して、音声対話
による点字学習システムを試作しました。学習プロセ
スは合成音声が案内します。読み取り問題が点字で出
題され、その回答を音声で入力します。
 システムは正解数を記録し、その正解数に応じて学
習をガイドします。予備実験ではいくつかの改善点を
抽出することができ、それをごく短期間でフィードバッ
クしてシステムを改良することができました。

 ■研究の概要

■研究・技術のプロセス／研究事例
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